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「葛飾柴又の文化的景観」ニュース
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葛飾柴又を彩るみどりと花

オーストリア共和国ウィーン市フロリズドルフ区と葛飾区の友好の証である「フ
ロリズ花壇」では、年に３回、近隣の小中学校の子どもたちの手によって、花の
植替えが行われています。今年度最初となる植替えは、５月９日(土)に行わ
れました。地元の方々の指導のもと、柴又小学校、東柴又小学校、桜道中
学校の生徒たちが、それぞれの花壇で花の植替えを楽しんでいました。
フロリズ花壇と新柴又駅の花壇は、地域の方々が日常的な水やりや草むしり
などの管理をされています。花の種類やレイアウトも地元の方が考え、毎年違う
種類の花を植えているそうです。こうした緑化活動は、心が休まる癒しの場所を
作りたいという思いで始まったとのこと。また、花があることで、ごみのポイ捨てをす
る人が減り、町がきれいになるようにとの願いも込められています。

◆全国みどりと花のフェアかつしか in 柴又

帝釈天題経寺の境内や参道を彩るアジサイ

本フェアでは、葛飾にいじゅくみらい公園をメイン会場と
し、区内を５つのエリアに分け、花の装飾や各エリアの魅
力を活かし、地域に根差したイベントが行われました。
「寅さんエリア」に位置する柴又では、白、桃、紫、黄緑
など色とりどりのアジサイの鉢植えが柴又駅、帝釈天題
経寺の境内、参道に配置され、柴又のまちなみに色を
添え、訪れる方々をお出迎えしました。

５月16日(土)から６月14日(日) にかけて、 「全国みどりと花のフェアかつしか」が
開催され、区内各地に設置された色とりどりの花壇が、来訪者をおもてなししました。
キャッチコピーは「サカセみらい」。みどりと花を通して人と人とが交流し、つながりを深める
ことで未来に向けて成長する、そんな思いが込められています。今回は、フェア開催中の
柴又地域での取組とともに、柴又ならではのみどりと花についてご紹介します。

◆フロリズ花壇・新柴又駅花壇

◆旧家のマキの生垣

花の植替えをする子どもたち

葛飾柴又の文化的景観を象徴する風景の
ひとつに、昔ながらの旧家の佇まいがあります。
特徴は、敷地の周囲にマキの生垣、入口には
門と門冠の松を配した風格ある佇まいです。隣
接する千葉県ではマキが県の木となっていて、
防風、防火、防潮のために生垣として用いられ
ており、文化の共通性が見られます。昭和7年
(1932)に柴又を訪れた小説家・永井荷風は
『断腸亭日乗』の中で、人家はいずれもマキの
生垣を巡らせ、庭では果樹を栽培していると記
しており、当時から印象的な風景だったようです。 柴又駅前花壇に植えられたマキの木旧家の生垣の風景



が開館します

「葛飾柴又の文化的景観」の重要な構成要素のひとつである川甚は、江戸時代後期創業の老舗川魚料亭として、
長い間、柴又ならではの食文化を育み、多くの人々をもてなしてきました。古くは江戸川の河畔に店を構え、船から
直接店に上がることができ、江戸川べりに備えた生簀から新鮮な鯉や鰻を使った料理を提供していました。大正期の
河川改修によって現在地に移った後も、江戸川の伏流水を使った生簀が備え付けられ、本館からは江戸川の雄大
な流れを望むことができ、名物の川魚料理とともに江戸川の風景を堪能することができました。明治から昭和にかけて
は、幸田露伴や夏目漱石など、多くの文人が訪れ、小説の舞台として描かれました。また、柴又が舞台となった映画
『男はつらいよ』の第１作では、主人公・寅さんの妹・さくらと博の結婚式の披露宴の舞台として登場しています。
令和３年に惜しまれつつ、その長い歴史に幕を下ろしましたが、多くの方々に愛された料亭川甚の記憶と価値を継
承するため、区が土地などを取得し、観光施設「柴又川甚まちなみ館」として7月18日(土)に開館します。１階は
物販コーナーや喫茶コーナーがあり、地元葛飾こだわりの商品や食材を使ったメニューなどを楽しむことができます。２
階には、葛飾のものづくりなどを体験できるコーナーと「葛飾柴又の文化的景観」の魅力を紹介する展示コーナーがあ
り、３階は多目的ホールとなっています。

◆柴又川甚まちなみ館２階展示 「葛飾柴又の文化的景観」
平成30年（2018）に東京都初の国重要文化的景観に選定された葛飾柴又。本展示は、区内で初めて、重
要文化的景観「葛飾柴又の文化的景観」に焦点をあてた常設展示です。
ここでは、文化的景観とは何か、葛飾柴又の文化的景観の価値や魅力、川甚の歴史などについて、解説パネル
や大画面の映像でご紹介しています。本展示コーナーは休憩スペースにもなっており、無料でお楽しみいただけます。
ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。（※貸出スペースとしての使用中は、展示を見ることができない場合がございます。）

建物外観 １階喫茶コーナー

２

柴又川甚まちなみ館のHP
はこちら



◆柴又川甚まちなみ館２階展示の各コーナー紹介

①葛飾柴又の文化的景観(グラフィックバナー展示)
「葛飾柴又の文化的景観」に触れ、その価値や魅力を感じていただくきっかけとなる空間です。葛飾柴又ならでは

の信仰や生業、風景の写真を楽しみながら、2階展示コーナーへとお進みいただけます。
②葛飾柴又の文化的景観(グラフィック展示)
文化的景観という文化財についての解説や「葛飾柴又の文化的景観」を構成する範囲等について、全国各地の

文化的景観の写真のほか、葛飾柴又エリアの地図とともにご紹介します。
③江戸・東京の人々を惹きつける葛飾柴又(グラフィック・映像展示)
文化的景観の保護制度や葛飾柴又の歴史とまちの変遷、「葛飾柴又の文化的景観」の特徴などについて、４

本の映像と解説パネルでご紹介します。映像は以下の内容をタッチセンサーによる選択式でご覧いただけます。
⑴ 文化的景観とは (約４分半)
⑵ 葛飾柴又の文化的景観を育んだ風土〜古代から近世〜 (約６分)
⑶ 葛飾柴又の文化的景観を育んだ風土〜近代以降〜(約５分)
⑷ 葛飾柴又の文化的景観 (約７分)

④葛飾柴又を育んだもの(グラフィック・映像展示)
「葛飾柴又の文化的景観」を育んだ重要な要素である江戸川、葛飾柴又の歴史の重層性をテーマとした映像

展示です。映像の合間には、かつての川甚の姿を映した古写真や３D映像、現在の柴又の魅力的な風景も映し
出され、各映像を大画面でお楽しみいただけます。
⑴ 葛飾柴又の歴史の重層性 (約５分×２本)
⑵ 葛飾柴又を育んだ江戸川 (約10分)

⑤江戸・東京の行楽地「葛飾柴又」 (グラフィック・色紙展示)
かつてこの地で多くの人々をもてなした葛飾柴又を代表する川魚料亭「川甚」の歴史とともに、この地を訪れた文

化人たちが残した直筆のサイン色紙をご紹介します。
⑥葛飾柴又の四季折々の魅力、葛飾柴又カレンダー(グラフィック展示)
葛飾柴又の四季折々の魅力をお伝えするコーナーです。地域の年中行事やイベント等についてご紹介します。

本展示を制作するにあたり、地元柴又の方々をはじめ、たくさんの方々に多大なるご協力をいただきました。この場を
お借りして、ご協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。

差替え

２F展示レイアウト図
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ご注意ください
「葛飾柴又の文化的景観」の選定範囲内で工事等を行う際、協議や届出等が必要な場合があります。
○ 柴又まちなみ景観ガイドライン（特定非営利活動法人柴又まちなみ協議会）

柴又6丁目の一部･7丁目の一部において建築･改修等工事を行う場合
○ 葛飾区景観地区条例等（葛飾区都市計画課）

柴又地域景観地区内で建築物や工作物の新築、新設、外観の変更等を行う場合
○ 重要文化的景観に係る選定及び届出等に関する規則（葛飾区生涯学習課）

重要な構成要素がき損した場合や工事等を行う場合

【お問合せはコチラ】 葛飾区教育委員会事務局生涯学習課文化的景観係

〒124-8555 葛飾区立石５-13-１ TEL 03-5654-8477 FAX 03-5698-1541

「文化的景観ニュース」のバックナンバーのほか、「葛飾柴又の文化的景観整備計画」や
「文化的景観パンフレット」を、上記の二次元コードよりご覧いただけます。

５月17日(日)、柴又フロリズ
通りフェスティバルが開催されまし
た。地元小中学校の子どもたちに
よる演奏のほか、ワインや葛飾元
気野菜などの模擬店が出され、フ
ロリズ花壇周辺は多くの人で賑わ
いました。開会式には、シグリッド・
ベルカ駐日オーストリア大使がご
臨席され、葛飾区とフロリズドルフ
区のパートナーシップを讃えました。 シグリッド・ベルカ大使

宵庚申の纏・庚申の日

◆第37回全国「みどりの愛護」のつどい ◆柴又フロリズ通りフェスティバル
緑豊かな住みよい環境づくりを目的として、毎年各地
で開催されている全国「みどりの愛護」のつどい。第37
回目となる今年度は、５月24日(日)に東京理科大
学葛飾キャンパスで行われ、式典には秋篠宮皇嗣同
妃両殿下が御臨席されました。
式典終了後には、柴又の山本亭を御視察され、庭
園や菖蒲絵を御覧になるとともに、「葛飾柴又の文化
的景観」についての説明を御聴取されました。

子どもたちによる演奏山本亭を御視察される秋篠宮皇嗣同妃両殿下

60日に一度の庚申の日は、江戸時代後期に帝釈天題経寺で所在不明となって
いた日蓮聖人自刻の板本尊が発見された縁日です。その前夜の宵庚申には纏の奉
納が行われます。今年3回目の宵庚申にあたる６月14日(日)には、地元睦会のほ
か、江戸川区や神奈川県、遠くは宮城県の団体の方々も参加し、団扇太鼓、笛の
演奏とともに、纏の行列が柴又のまちを盛り上げました。柴又における纏の始まりは大
正期といわれ、睦会の方々を中心に行われてきました。睦会には、家業を継いだタイミ
ングで所属し、先輩や親から纏の振り方が伝授され、衣装も代々引き継いできたもの
を使用しているそうです。商売の傍ら、宵庚申の日や11月12日の御会式（おえし
き）に纏を奉納されています。金子会長は、「引継ぎ手が減少していることが課題。
纏という柴又の伝統を次世代に繋げていきたい」とお話しくださいました。
６月15日（月）の庚申の日には、帝釈天題経寺では帝釈堂の内陣が開放され、
板本尊の御開帳と法話が行われました。二天門や門前の店舗には、「庚申」と書か
れた赤い提灯が飾られ、特別な雰囲気を醸し出していました。

宵庚申・纏の奉納

庚申の日・板本尊の御開帳

実行委員会のみなさま

４


